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ジャパンカップのゴールスプリントを制したリッコ（左）
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2006 JAPAN CUP CYCLE ROAD RACE
サウニエルデュバルのリッコがゴールスプリントを制す！

　回を重ねること15回、今年も宇都宮
森林公園にジャパンカップがやってき
た。今年エントリーしたUCIプロツアー
チームは昨年と同じ4チーム。中でも最
大の注目は、日本チャンピオンである
別府史之が所属するディスカバリー
チャンネルの参加であろう。別府は世
界最強と称されるディスカバリーの、
エースナンバーを背負っての堂々たる
参戦だ。となれば思い起こすこと9年
前、’97ジャパンカップでやはりプロ
チームであるマペイからエントリー
し、日本人最初の（そして今のところ唯
一の）ジャパンカップ制覇を成し遂げ
た阿部良之以来の日本人選手による優
勝の期待が、いやがうえにも高まろう
というものだ。
　だがレース前日のチーム公式記者会
見でのヨハン・ブリュイネール監督や
チームメイトのコメントは、チームと
しての勝利を目指す意志こそ感じられ
たものの、別府を勝たせようというそ
れではなかった。キャプテン的立場の
ベンハミン・ノバルのみ「フミのために
全力を尽くしたい」と語ったが、これは
多分に日本のマスコミに向けたリップ
サービスであろう。これがかのツール
ドフランスで、アームストロングの優
勝に貢献してきた選手の貫禄というも

のだ。すなわちフミが勝つも負けるも
フミ次第。意外にも別府はこのコース
でのレースを走るのが初めてとのこと
で、それも不安要素ではあった。
　10月22日、恒例の午前10時、岩楯昭一
JCF会長の放つ号砲によりレースの幕
が切って落とされた。まず飛び出した
のは狩野智也、品川真寛、廣瀬佳正（以
上シマノ）、西谷泰治、盛一大（以上愛三
工業）、三船雅彦、鈴木真理（ミヤタ）、橋
川健（マトリックス）、福島康司（チーム
バン・今年もkojiはここにいる）、畑中勇
介、岡崎和也（以上日本ナショナル）の
11名。このうち三船は鶴C.Cの登りで

遅れるが残る先頭集団10名は、21分35
秒のラップタイムでメイン集団に1分
11秒の差をつけてS/Fラインを通過す
る。先頭集団に3名を送り込んでいるシ
マノはチームの戦略からか2周目に
エースの狩野を集団に戻し、これで集
団の人数は9名になるもののその後も
順調に後続との差を広げ、7周目には最
大2分50秒までその差が広がる。なお3
周目の山岳賞は鈴木、６周目は福島が
獲得している。
　それまで主にランプレ勢によってコ
ントロールされていたメイン集団が動
き始めたのは8周目を過ぎてから。8周

ゴール後、満面の喜びのリッコ（左）

鶴カントリーの登りを行くメイン集団
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完了時に先頭8名（橋川が8周目に脱落）
との差を1分15秒まで詰めると、9周目
の古賀志林道の登りでハビエル・メヤ
ス（サウニエルデュバル）が集団からエ
スケープして、単独で先頭を追走する。
9周目の山岳賞こそ廣瀬が獲得したが
メヤスはさらに先頭との差を縮め、
5km地点（牧場）付近で先頭集団から脱
落した畑中と合流し、ペースが上がら
ないと見るやその畑中をも切り捨てて
単独で前を追いかける。
　先頭集団も必死の抵抗を見せるが、
遂に鶴C.Cの登りでメヤスが先頭集団
を捕らえた。9周完了のS/Fラインは岡
崎が先頭で通過したが、10周目の古賀
志林道の登りでノバルのペースについ
ていけたのは廣瀬、福島の2名のみで先
頭はこの3人となる。山頂でメイン集団
との差は1分10秒。この後7km地点（田
野）までこの差をキープするが、先頭3
名のうち前を引くのはノバルだけで
徐々にランプレ、ディスカバリー勢が
前を引く集団との差が縮みはじめる。
8km地点（中坪）でその差は55秒、10km
地点（多気）で35秒、12km地点（射撃場）
で20秒、鶴C.Cの登りでは10秒まで差
が縮まった。
　ラスト1周、ここまで集団に残ったの
は20名。古賀志林道の登りで最後の振
るい落しがかけられる。アシストとして
の責任を十分に果たしたノバルを始め
とする選手が次々と脱落していき、頂上
を先頭で通過したのはシルヴェスタ・
ズィマイド（ランプレ）、リカルド・リッ
コ（サウニエルデュバル）、ステイン・デ
ヴォルデル（ディスカバリー）の3名で、
10秒遅れてルッジェーロ・マルツォー
リ（ランプレ）、ウラディミール・グセフ
（ディスカバリー）、土井雪広（シマノ）
の3名が続く。この後続3名のうちマル
ツォーリ、グセフの2名が前を行く3名
を捕え先頭集団は5名となる。
　この構成からランプレとディスカバ
リーの優勝争いという構図が予想され
た。中でも特にランプレのズィマイド
の動きが活発で再三にわたり揺さぶり
をかけ、それをディスカバリーの2名が
追いかけるという展開が続く。ラスト
50 0ｍを過ぎてズィマイドが、マル
ツォーリを引っ張り最後の仕事となる
ゴールスプリントを仕掛ける。ラスト
250ｍでズィマイドは戦線離脱、マル
ツォーリが勝利へ向けてペダルを踏み

込む。ところがその右側から満を持し
て飛び出したのがリッコで、見事半車
輪差で勝利を飾った。ランプレとディ
スカバリーにして見れば優勝をさらわ
れたような形ではあるが、ノバルの激
走を思えば文句はつけられないといっ
たところであろう。フィニッシュタイ
ムが4時間を切る、ハイスピードレース
であった。
　なお前日行われた男子オープンレー
スは西谷雅史（オーベスト）が優勝。女
子オープンレースは昨年まで9連覇の
沖が6位に終わり、昨年1秒差で涙を呑
んだ萩原麻由子（鹿屋体育大学）が初優
勝を飾った。

　さて今年のジャパンカップを語るに
は、もうひとつの話題に触れねばなる
まい。今年からジャパンカップは運営
形態が変わり、フィニッシュライン近
辺から古賀志林道山頂までのエリアが
有料化された。去年まで無料だったも
のが有料化されたのだからそれなりの
批判は覚悟せねばならないが、結果的
に有料エリアも昨年並かそれ以上の観
客を迎えることができた。今年はメイ
ンストレートの進行方向左側をすべて
観戦エリアとして開放し、ここに例年
以上の物販テントやスポンサーテント
が並び、さらに表彰式やサインチェッ
クが行われるステージカーや大型ビ
ジョンが配置された。このエリアはス
タート前後には大勢の観客で賑わい、
スポンサーサイドに好印象を与えたと
の話も聞く。有料化に対し最後まで抵
抗を感じていた方々もいるだろうが、
橋川選手のブログでの意見なども閲覧

していただいて、ある程度の理解は得ら
れていたのではないだろうかと思う。
　運営上の問題も皆無であったわけで
はない。山頂のエアアーチは良いアイ
デアではあるのだが、あの巨大な脚は
観戦する上で邪魔にしかなっていな
い。貴重な常設トイレが有料エリアに
あることで女性の観客には負担を強い
ただろうし、観戦禁止であった筈の古
賀志林道下りエリアに多数の観客が
入っていたのも有料化の弊害のひとつ
であろう。この下りエリアに関しては、
今年はプログラム上でも観戦禁止と明
記されておらず、警備も手薄であった
ようだ。昨年も観客が入っていたが、下
りを観戦ポイントのひとつと紹介して
いるホームページもあるぐらいで、今
年は昨年以上の観客が入っており非常
に危険な状況であった。トップ選手で
あっても落車が皆無であるとはいえな
いし、もし競技車両がコースアウトし
たら大惨事に繋がりかねない。最後は
観客自身が自らの安全を守るしかない
という事を踏まえ、危険エリアには決
して立ち入らないということを心掛け
て欲しい。

一時は3分近くまでリードした日本選手の先頭集団

山岳賞を獲得した日本の3選手
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　ネット等において今回の入場料収入
がJCFに入っているとの意見も見られ
たが、今回の有料化はジャパンカップ
をさらに続けていく上での運営側のア
イデアのひとつであり、JCFの収入と
なってはいないことを広報誌として最
後に記載しておきたい。公式ホーム
ページにおいて今回の有料化に関して
あのような言質で理解を求めた以上、
真の評価が下されるのは来年のこの大
会であるということを運営側は認識せ
ねばならない。　　　　　（村田 隆宣）

［競技結果］
2006年ｼﾞｬﾊﾟﾝｶｯﾌﾟ･ｻｲｸﾙﾛｰﾄﾞﾚｰｽ
（2006/10/22 栃木･宇都宮）

男子ｴﾘｰﾄ
1 ﾘｶﾙﾄﾞ･ﾘｯｺ ｻｳﾆｴﾙﾃﾞｭﾊﾞﾙ 3:58:18
2 ﾙｯｼﾞｪｰﾛ･ﾏﾙﾂｫｰﾘ ﾗﾝﾌﾟﾚ 3:58:18
3 ｳﾗﾃﾞｨﾐｰﾙ･ｸﾞｾﾌ ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 3:58:18
4 ｽﾃｲﾝ･ﾃﾞヴｫﾙﾃﾞﾙ ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ 3:58:18
5 ｼﾙｳﾞｪｽﾀ･ｽﾞｨﾏｲﾄﾞ ﾗﾝﾌﾟﾚ 3:58:28
6 ﾏﾇｴｰﾚ･ﾓｰﾘ ｻｳﾆｴﾙﾃﾞｭﾊﾞﾙ 3:58:59
7 宮沢　崇史 ﾁｰﾑ･ﾊﾞﾝ 3:58:59
8 ｼｬﾋﾞｴﾙ･ﾌﾛﾚﾝｼｵ ﾌﾞｲｸﾞﾃﾚｺﾑ 3:59:01
9 野寺　秀徳 ｽｷﾙ･ｼﾏﾉ 3:59:15
10 福島　晋一 ﾁｰﾑ･ﾊﾞﾝ 3:59:15

ｵｰﾌﾟﾝ男子
1 西谷　雅史 東京 ﾁｰﾑ ｵｰﾍﾞｽﾄ 2:10:17
2 飯野　嘉則 東京 ｽﾐﾀﾗﾊﾞﾈﾛ 2:10:38
3 福田　真平 神奈川 spacebikes 2:11:20
4 山下　貴宏 兵庫 ﾐﾔﾀｽﾊﾞﾙ 2:11:20
5 相川　　将 埼玉 ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ 2:11:20
6 奈良　　基 宮城 ﾀﾞｲﾊﾂ 2:11:35
7 漆澤　　均 岩手 日本大学 2:11:35
8 津末　浩平 大分 ﾐﾔﾀｽﾊﾞﾙ 2:11:35
9 村山　規英 東京 ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ 2:11:35
10 塚野　　満 千葉 ｵｯﾃｨﾓ 2:11:35

ｵｰﾌﾟﾝ女子
1 萩原麻由子 群馬 鹿屋体育大 1:16:20
2 山口　亮子 愛知 ｷﾅﾝCCD 1:16:25
3 豊岡　英子 大阪 masahiko 1:16:25
4 真下　正美 神奈川 Specialized 1:16:40
5 片山　梨絵 神奈川 ﾎﾞﾝﾄﾚｶﾞｰ 1:17:27
6 沖　　美穂 JPCA ﾜﾅﾋﾞｰﾗﾋﾟｽﾀ 1:17:51
7 西　加南子 千葉 ｽﾐﾀﾗﾊﾞﾈﾛ 1:22:32
8 小山美貴子 埼玉 ZELKOVA 1:22:37
9 酒井　真清 大阪 ﾃｽﾀｯﾁﾚｰｼﾝｸﾞ 1:23:41
10 戸井麻里子 埼玉 なるしま 1:23:47

あと1周を残した鶴カントリーの登りを行く先頭集団。前を引くのが西谷

2周目のマウンテンポイントへ向かう女子グループ

オープン男子は西谷が逃げ切る

オープン女子は萩原が制する

JCFスポンサーの方々との記念撮影
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第61回国民体育大会自転車競技会
団体総合は福島県が優勝！

　10月1日より5日まで、のじぎく兵庫
国体が開催され、個人ロードレースは
明石市特設コース、トラックレースは
明石公園自転車競技場で行われた。
　ロードレース成年は井上和郎（福井・
チームバン）が優勝。少年は吉田隼人
（奈良・榛生昇陽高）が優勝した。
　トラックレースは今年から成年少年
が混成となった男子4km団体追抜競走
が岐阜県チーム、また同じく混成と
なった男子チームスプリントは鳥取県
が優勝した。
　また、団体総合得点では福島県が2位
の奈良県に6点差をつけ、58点で4年連
続1位となった。

［競技結果］
第61回国民体育大会自転車競技会
（2006/10/1-5 兵庫･明石）

成年男子個人ﾛｰﾄﾞﾚｰｽ（140.8km）
1 井上　和郎 福　井 3:02:28
2 辻　　善光 京　都 3:02:28
3 日置　大介 兵　庫 3:02:28
4 大庭　伸也 宮　城 3:02:28
5 辻浦　圭一 奈　良 3:02:29
6 片山　和正 岡　山 3:02:29
7 普久原　奨 沖　縄 3:02:29
8 飯野　嘉則 東　京 3:02:34
9 森　　真博 香　川 3:02:34
10 湯浅　　徹 千　葉 3:02:46

少年男子個人ﾛｰﾄﾞﾚｰｽ（123.2km）
1 吉田　隼人 奈　良 2:50:38
2 柿澤　大貴 長　野 2:50:39
3 松井　　響 京　都 2:50:39
4 竹之内　悠 京　都 2:50:39
5 野口　正則 奈　良 2:50:39
6 大久保　陣 鹿児島 2:50:39
7 須永　優太 福　島 2:50:39
8 大友　翔馬 宮　城 2:50:39
9 嶌田　義明 埼　玉 2:50:39
10 寺垣慎太郎 富　山 2:50:39

成年男子1kmﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ
1 我妻　　敏 福　島  1:08.318
2 城　　幸弘 山　梨  1:08.485
3 片岡　迪之 岡　山  1:08.729
4 矢野　賢児 高　知  1:08.779
5 西村　光太 三　重  1:09.434
6 駒井　大輔 東　京 1:09.584

少年男子1kmﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ
1 脇本　雄太 福　井  1:07.711
2 坂本　貴史 青　森  1:08.114
3 田口　　守 秋　田  1:08.818
4 山下　一輝 山　口  1:09.155
5 関根　彰人 福　島  1:09.340
6 澤口　大和 宮　城  1:09.468

成年男子ｽﾌﾟﾘﾝﾄ
1 前田　義和 鹿児島
2 中園　朋亨 福　岡
3 佐川　翔吾 大　阪
4 屋良　朝春 沖　縄
5 河端　朋之 鳥　取
6 内田　晃弘 静　岡

少年男子ｽﾌﾟﾘﾝﾄ
1 山崎　功也 秋　田
2 深谷　知広 愛　知
3 佐々木　海 宮　城
4 宮崎　康司 香　川
5 石口　慶多 兵　庫
6 財前　　匠 大　分

成年男子ｹｲﾘﾝ
1 鈴木雄一朗 山　梨
2 桜井　太士 鳥　取
3 中野　彰人 和歌山
4 三谷　政史 滋　賀
5 東矢　昇太 熊　本
6 井上　将志 福　岡

少年男子ｴﾘﾐﾈｲｼｮﾝ
1 入部正太朗 奈　良
2 利根　正明 大　分
3 井手　龍太 鹿児島
4 藤田　勝也 和歌山
5 小西　悠貴 京　都
6 大島　将人 福　島

成年男子4km速度競走
1 湯浅　　徹 千　葉 4:39.907
2 西山　知宏 福　井 4:40.150
3 白川　　巧 大　分 4:40.330
4 向川　尚樹 大　阪 4:40.560
5 矢代　慎吾 富　山 4:40.750
6 櫻井　正孝 宮　城 4:48.000

少年男子4km速度競走
1 横関　裕樹 岐　阜 4:46.040
2 野口　正則 奈　良 4:48.300
3 木守　　望 和歌山 4:49.390
4 山崎　　翼 大　分 4:49.750
5 足立　和哉 京　都 4:50.580
6 飯塚　力也 山　梨 5:05.270

少年男子ﾎﾟｲﾝﾄﾚｰｽ（24km）
1 窪木　一茂 福　島 18 p
2 内間　康平 沖　縄 14 p
3 嶌田　義明 埼　玉 14 p
4 大西　周太 兵　庫 14 p
5 青柳　憲輝 栃　木 11 p
6 越海　誠一 大　分 10 p

成年男子ﾎﾟｲﾝﾄﾚｰｽ（30km）
1 角　令央奈 兵　庫 30 p
2 守澤　太志 秋　田 19 p
3 松村　光浩 和歌山 18 p
4 武藤　大輔 高　知 17 p
5 兼平　　純 岩　手 13 p
6 岡部　英人 富　山 10 p

男子ﾁｰﾑｽﾌﾟﾘﾝﾄ
1 鳥　取　桜井･河端･岩本 1:18.856
2 三　重　西村･小川･村田 1:19.576
3 山　梨　城･鈴木･伊藤 1:19.016
4 宮　城　阿部･三浦･櫻井 1:20.339
5 千　葉　湯浅大･角口･佐渡 1:19.834
6 鹿児島　前田･新納･大久保陣 1:19.862

男子4km団体追抜競走
1　岐阜　青木･中島･川西･不破 4:27.907
2　福島　我妻･明珍･小豆畑･須永 4:31.449
3　福井　山本･井上･西山･脇本 4:39.136
4　兵庫　日置･浦門･角･大西 4:52.881
5　和歌山　森田･松村･藤田･榎本 4:35.305
6　奈良　安福･辻浦･大矢･吉田隼 4:36.842

総合得点
1  福島 58点　2  奈良 52点　3  福井 51点

国民体育大会10回出場表彰
平石　　功（栃木）・西尾　孝政（埼玉）
水澤　耕一（東京）・岡部　英人（富山）
坂本　信也（富山）・浦門　義人（兵庫）
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　第20回を迎えるツール・ド・北海道国
際大会は、道北中心都市旭川のプロ
ローグでスタート。道北を舞台に6日
間、総走行距離734kmで争われた。今年
の参加チームは海外6チーム、国内8
チーム、学生6チームの全20チーム。

盛一大（愛三工業）がプロローグ2連覇
愛三工業は4年連続初日リーダー

　初日プロローグは旭川市石狩川河川
敷で行われ、盛一大が3分12秒32、平均
時速46.79kmで2.5kmを走り抜き2連覇
を達成した。
　愛三工業としてはプロローグ4連覇
を達成。4年連続で第1ステージでリー
ダージャージを着ることとなった。

サルツバーガーがステージ制覇
学生の辻が山岳賞ジャージ獲得

　第1ステージは旭川市大雪アリーナ
前をスタート。上紋峠を通過し、名寄市
JR駅前にフイニュシュする169km。
　スタート後、アタックを繰り返され
るがなかなか決まらない。最初のホッ
トスポットまで逃げは決まらず。ホッ
トスポット1位はマリウス・ヴィズィ
アック（NIPPO）。ボーナスタイムを獲
得しバーチャルリーダーとなった。
　そのホットスポットの後、今年のイ
ンカレチャンプの中島康晴（鹿屋体育
大学）と辻善光（立命館大学）が逃げを
決めた。その後、普久原奨（ブリヂスト
ン）が先頭2人に追いつく。

　最初のKOM（山岳ポイント）。3人はタ
イム差を保って好調に逃げる。1位通過
は辻。1分30 秒遅れて集団が通過。先頭
は鈴木真理（ミヤタ）。
　2回目のKOM、上紋峠の上りの序盤
メイン集団はスローペースだったが、
中盤からペースがあがり、メイン集団
は分裂する。しかし、先頭3人は逃げ
切って山頂を通過。1回目と同じく辻が
先頭で通過し、山岳賞ジャージを獲得
した。20回目にして、初めて学生が特別
ジャージを着用することになった。
　分裂した集団は、下り区間で逃げて
いた3人を吸収して、先頭集団は35人。
バーチャルリーダーとなっていたヴィ
ズィアックは遅れていた。
　そのあと補給所でリーダージャージ
の盛が落車する。怪我の具合が心配さ
れたが、すぐに集団に復帰。そのあとの
ホットスポットはなんとトップ通過。
貴重なボーナスタイムを獲得した。
　残り20km、3つ目のホットスポット
も33人のまま。1位はカルステン・リー
ゲル（ドイツ）だった。
　その後も逃げは決まらず、集団での
スプリント勝負になり、ウェズリー・サ
ルツバーガー（オーストラリア）が優勝
を飾った。
　4大会連続でプロローグのリーダ
ジャージを獲得した愛三工業は、4度目
の第1ステージでついにリーダジャー
ジ防衛を成功させた。

宮沢（VANG）が逃げ切りステージ制
覇で、個人総合時間トップに浮上

　第2ステージは士別市役所をスター
トし、深川市総合運動公園にフイニュ
シュする、185km。
　序盤、アタックが繰り返された。特に
VANGとNIPPOが積極的な動きをみせ
たが、なかなか決まらない。
　最初のKOM手前で福島康司（VANG）
が逃げをうち、そのまま士別峠をトップ
通過。土井雪広（シマノ）が2位通過。そし
て、山岳賞ジャージを着る辻が食らいつ
き3位で通過した。2回目のKOMは土井
がトップだったが、辻も2位通過。この
時点で山岳賞ジャージを守った。
　次の下りで、清水良行（NIPPO）がア
タック。これに再三アタックをかけて
いた福島が追いつき、最初のホットス
ポットは清水、福島の順に通過した。
　ホットスポット後、シェルストビト
フ（カナダ）、大村寛（法政大学）、柿沼
章、津末浩平（共にミヤタ）、キム･ドン
ヤン（韓国）が清水と福島に合流して7
人の逃げ集団を形成する。
　この7人の中でも動きをみせながら、
2回目のホットスポットと3回目の
KOMを通過した。3回目のKOMの上り
で後続集団もペースアップし、下りで
逃げている選手たちを吸収して、レー
スは振り出しに戻った。
　169km地点の上りで土井、ジェイコ
ブ・アーカー（カナダ）、ダニエル・マッ
コーネル（オーストラリア）がアタッ
ク。これに西谷泰治（愛三工業）、石田哲
也（NIPPO）、宮沢崇史（VANG）、鈴木が
合流して7人が先頭集団を形成した。石
田以外の6人は個人総合時間賞で上位
の選手たち。逃げ切れば個人総合時間
賞逆転の可能性がある。
　ゴール手前で西谷が飛び出したが失
敗。このカウンターで宮沢がアタック
を決め、3秒差をつけて単独でゴール。
ボーナスタイムも獲得して、宮沢が個
人総合時間賞でトップに立った。

西谷泰治（愛三）が会心のステージ
優勝を決めて、リーダーに

　第3ステージは東神楽町役場前をス
タートし、白金温泉、望岳台付近を通過

第20回ツール･ド･北海道国際大会
第20回記念大会に相応しい札幌市大通公園クリテリウム開催
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して十勝岳温泉を巡り富良野市に入
り、更に桂沢湖から三笠市総合運動公
園にフィニッシュする今大会最も厳し
い170kmのコース。
　スタート直後から上りが始まるた
め、集団は少し落ち着いたスタートと
なった。そんな中で最初に動きを見せ
たのはブリヂストン・アンカーだった。
そこにマトリックスのエース橋川健ら
が合流、5人の逃げを形成した。最初の
ホットスポットは橋川がトップで通
過。タイム差は4分以上開く。集団は
VANGと立命館大学が前を引く。立命
館大学は、辻の山岳ジャージを守ろう
とする動きだ。
　最初のKOMは逃げていたグループが
通過。2回目のKOMの上りで逃げグ
ループは吸収されて、ここで12人の先
頭集団が形成される。リーダージャー
ジを着た宮沢は、後ろの集団に取り残
された。KOMトップは土井。山岳賞
ジャージを着た辻は遅れていて、逆転
されてしまう。
　12人を追う集団はVANGが先頭を固
めるが、タイム差は広がっていく。
　そして、2回目のホットスポットは西
谷がトップ通過。2位にマッコーネルが
入り、それぞれボーナスタイムを獲得
した。3回目のKOMは2回目と同様に土
井がトップで通過した。
　先頭の12人は残り30kmで、アタック
がはじまる。増田成幸（ミヤタ・スバル）
がここで脱落し、フィニッシュは11人
の勝負になった。
　そして、三笠市総合運動公園のフィ
ニッシュに最初に飛び込んだのは西
谷。2位に鈴木、3位エリック・ウォル

バーグ（カナダ）が入った。
ボーナスタイムにより西谷
がリーダージャージを獲得。
ステージ2位の鈴木はポイ
ント賞でトップに立った。

ヴィズィアックが区間優勝
西谷は首位を死守

　第4ステージは、美唄市役
所をスタートし、空知、石狩
地域を巡り札幌大橋からモ
エレ沼公園にフィニッシュ
する180kmの比較的平坦な
コース。
　レース序盤は大逃げを決
めたいチームがアタックを

繰り返す。リーダーの愛三工業は、個人
総合時間上位以外の選手の逃げを容認
する感じだが、どこのチームも逃げに
選手を乗せたいために、アタックの潰
し合いの状況が続く。
　その中で岡崎和也（NIPPO）、柿沼、
マーシュ・クーパー（カナダ）、宮澤、秋
元佑一朗（ブリヂストン）の6人が逃げ
グループを形成することに成功する。
　この6人は後続とのタイム差を広げ
て行く。一時は5分以上のタイム差にな
り、宮澤は暫定リーダーとなっていた。
　しかし、メイン集団をコントロール
する愛三工業は、焦ることなく集団を
引き続ける。
　レースはこのまま淡々と進むが、補
給所の後の上りで先頭から秋元が遅れ
て、先頭は4人になる。
　集団は最後のKOMで動きを見せた。
スキル・シマノが攻撃をし、これにより
後続集団が活性化する。しかし、愛三工
業の鉄壁な走りの前に、メイン集団か
ら抜け出せた選手はおらず、再び愛三
工業のコントロールが始まる。
　残り10kmでタイム差は1分30秒程。
先頭4人からアタックが始まる。後続も
逆転をかけて、再びアタックが始まる。
ここまで仕事をしてきた愛三工業のア
シストたちが集団後方に下がってしま
うが、西谷が自らチェックする。
　そしてラスト1km。先頭から岡崎が
抜け出し、逃げ切り優勝かと思われた
が、ラスト500m手前で、メイン集団が
追いつき、大集団のスプリント勝負と
なり、ヴィズィアックがステージ優勝
を決めた。

ヴィズィアック区間2連勝
西谷が初の個人総合時間優勝

　第5ステージ、待ちに待った札幌大通
公園はあいにくの雨となってしまった
が、沿道には多くの観客が詰めかけた。
　4周目、最初のホットスポットはヴィ
ズィアック、サルスバーガー、綾部勇成
（愛三工業）の順で獲得。
　8周目のホットスポットは、ヴィズィ
アック、西谷、鈴木の順。この時点でヴィ
ズィアックはポイント賞暫定1位に。
　12周目のホットスポットは、ヴィ
ズィアック、サルスバーガー、西谷。3つ
のホットスポットが終わり、リーダー
ジャージの西谷と2位鈴木とのタイム
差は8秒となった。
　16周目、最後のホットスポットは、山
本雅道（シマノ）、西谷、ヴィズィアック
の順。フィニッシュを前に、西谷と鈴木
の差は10秒となり、西谷の個人総合優
勝はほぼ確実となった。
　そしてフィニッシュ。ステージ優勝
はヴィズィアックが獲得。西谷は2位に
入り、初の個人総合優勝を決めた。
　また、地元北海道地域選抜の阿部嵩
之がステージ6位に入り、U23区間賞を
獲得した。（ツール･ド･北海道ニュース抜粋）

［競技結果］
第20回ﾂｰﾙ･ﾄﾞ･北海道国際大会
（2006/9/13-18 北海道･道北/道央）

個人総合時間順位
1 西谷　泰治 愛三工業 17:53:29
2 鈴木　真理 ﾐﾔﾀ･ｽﾊﾞﾙ 17:53:46
3 McCONNELL Daniel AIS Team 17:53:55
4 ERKER Jacob Symmetrics 17:53:58
5 土井　雪広 ｽｷﾙ･ｼﾏﾉ 17:54:00
6 SULZBERGER Wesley AIS Team 17:54:02
7 WOHLBERG Eric Symmetrics 17:54:12
8 清水　都貴 ﾁｰﾑﾊﾞﾝ 17:54:22
9 廣瀬　佳正 ｽｷﾙ･ｼﾏﾉ 17:54:31
10 真鍋　和幸 NIPPO 17:54:33

個人総合時間順位（U23）
1 中島　康晴 鹿屋体育大17:58:47
2 山本　幸平 北海道選抜 17:58:54
3 島田　真琴 法政大学 17:58:55

個人総合ﾎﾟｲﾝﾄ賞
1 WIESIAK Mariusz NIPPO 94p
2 SULZBERGER Wesley AIS Team 81p
3 西谷　泰治 愛三工業 77p

個人総合山岳賞
1 土井　雪広 ｽｷﾙ･ｼﾏﾉ 26p
2 辻　　善光 立命館大学 19p
3 COOPER Marsh Symmetrics 12p

団体総合時間順位
1 ｽｷﾙ･ｼﾏﾉ 53:43:08
2 CANADA (Symmetrics) 53:46:55
3 ﾐﾔﾀ･ｽﾊﾞﾙ 53:49:05

最終ステージ、ヴィズィアックが区間優勝。総合優勝の西谷も両手を挙げてフィニッシュ
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2006年９月23日
●種目：ロードレースU23及びエリー
ト女子
●距離：U23→22.15km×8=177.2km
女子エリート→22.15km×6=132.9km
●天候：晴れ　●気温：25度

＝ロードレースU23＝
　９時開始のU23を控え、出場選手と
スタッフは朝６時に朝食を取り、７時
半には新城、三瀧、村山、畑中の４人が
自走でスタート地点に向かった。天気
は晴れてはいたものの霧が濃く、８km
ほどの道のりを走るだけで自転車や髪
の毛が濡れてしまうほどだ。気温は20
度くらいだが、日陰にいるとどんどん
体が冷えていくため、スタート直前ま
でアームカバーとウインドブレーカー
が手放せなかった。
　４人はいつも通り笑顔でピットに
入ったが、やはり緊張していないとは
言えないようだ。畑中は会場について
から５回もトイレに行き、新城はチー
ムピットを出る前に、「ヤバイ、もう世
界選が始まっちゃった！」と叫ぶ。４人
はただ参加するだけでなく、勝負に来
ていた。
　出場選手177名。スタートはゼッケン
順だったため、ゼッケン122～125番の
日本代表は後方に並ばされる。スロー
ペースで進む集団が、スタッフの控え
る第１ピットゾーン（スタートから
1.3km地点）を通る頃も、４人は集団の
後ろに位置する。
　そんな状況下で、新城は確実に集団
順位を上げていく。やがて１周目を終
えるとき、新城は７位でフィニッシュ
ラインを通過。その後も常に集団の前
で展開する。
　一方、新城のアシストを買って出た
３人は、なかなか前に上がれない。畑中
は膝の故障が影響し、３周目終了時点

ロード世界選手権 2006 オーストリア
アンダー23で新城が14位！

で172位。厳しい坂を上るときには国際
中継のテレビカメラに追われ、苦しさ
にゆがむ顔＝このレースの厳しさを表
現するために使われた。４周終了時点
ではリトアニア選手と２人だけで前を
追う。ピットでは畑中を励ますために、
できるだけ平常心で補給の準備をす
る。しかし、畑中はこちらには目もくれ
ず、ただ前を見てペダルを回した。隣に
いたリトアニア選手がスピードを緩め
て自国のピットに止まったときでさ
え、そちらに目をやることはなかった。
　やがて村山と畑中が、５周め終了時
点でリタイア。２人の周回ごとのフィ
ニッシュライン通過順位は、村山が165
位、163位、166位、164位、161位、畑中が
155位、166位、172位、171位、166位。ほ
とんど集団の後ろにいたことがわか
る。レース前、あれだけ元気にしていた
彼らは、ピットに入るなりふさぎ込み、
世界選という現実に打ちのめされたボ
クサーのようにただ座っていた。
　新城のアシストとして唯一生き残っ
た三瀧は、６周目の上りで落車に巻き
込まれて脚を止められる。幸い三瀧自
身の落車はなかったが、その間に集団
との差が開く。そこは何とか追いつく
が、脚を使ったのが響いたか次の周回
で遅れ、ひとり旅の三瀧は、コミッセー
ルの「ストップ」という言葉を聞くか聞
かないかに追い込まれる。最終周回で
はピットの前で一瞬スピードを緩める
が、コミッセールの「ゴー」という言葉に
逆に励まされ、完走目指して前へ進む。
　レースのほうはファイナルラップで
決まった６人の逃げが、主導権を握る。
６人の国籍を見ると、ドイツ、フラン
ス、ロシア、イタリア、ベルギー、オラン
ダと強豪ぞろいだ。それを追う集団に
残る新城は、とにかく集団を引っ張っ
て、あと50mのところまで迫る。周囲は
逃げに選手を送った国の選手ばかり。
自分で追うしか他に方法はない。
　結局、逃げが決まって新城は集団
ゴール。タイムは４時間55秒で、トップ
との差はわずか５秒だった。ピットに
戻ってきた新城は、藤野コーチに向
かって「すみません」と謝り、「クソッ！」
と自分の成績を罵った。しかし周囲か

らしてみたら、各自の記憶をすべて持
ち出しても、世界選手権という舞台で
近年総合14位という成績は聞いたこと
がない。それに満足しない新城の器の
大きさを感じられる。
　今年でU23のカテゴリーを終える新
城。今後のエリートでの活躍も期待し
たい。

●日本人最高位の14位でレースを終え
た新城幸也のコメント
レースが始まる前、「あのときこうし
ていれば…」と後悔するようなレース
だけはしたくないと思っていたが、結
局やってはいけないレースをしてし
まった。10％の最大斜度がある最後の
上りで、前に５秒差まで迫ったにも関
わらずつめることができなかった。周
囲が前に逃げている国籍の選手ばか
りで引き切れなかったのもあるが、自
分が躊躇してしまった面もある。14位
とは言え、集団の頭を取って14位なら
まだ喜べるが、集団ゴールで14位は恥
ずかしい。今年でU23カテゴリーも終
了。U23では勝ててもエリートで勝て
ないと意味がないので、エリートに
行っても活躍したい。当面の目標はプ
ロ１勝。先の目標はツール・ド・フラン
スで勝つことだ。
●130位で完走を果たした三瀧光誠の
コメント
落車の影響で遅れたあとはなんとか
追いついたのに、次の周回の上り（最
大斜度10％の難所）で遅れてしまっ
た。結局、脚がなかったのが原因だが、
これに負けずエリートに行っても頑
張りたい。
●納得の走りができず、５周回でリタ
イアの村山規英のコメント
集団の３人前にいた選手が中切れを
起こし、前に追いつけなかったのが痛
かった。全体的に７割程度のパワーで
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走っている選手が多く、みんな脚をた
めているような選手だった。１回しか
新城選手の前に出られなかったこと
を後悔している。もうこういう「もっ
たいないこと」（自分には力があるの
に出し切れないこと）はしたくない。
●膝の故障にも関わらず、５周回を走
りきった畑中勇介のコメント
スタートからひどい状態だった。ひと
り旅になっても周回を重ねたのは、何
も考えず自然と出た行動だった。膝を
かばいながらペダルを回したため、普
段と違う筋肉が疲れてきたのも原因
だろう。これもひとつの通過点。次に
つなげたい。
＝ロードレースエリート女子＝

　午後２時半にスタートしたエリート
女子は、朝の寒さとは打って変わって、
気温25度以上の暑い午後の日差しの中
で行なわれた。
　レースは終始、アタックが仕掛けら
れてはそれが吸収されるの繰り返し
だったが、前半は沖が集団の前方を走
るなどの活躍を見せ、上位入賞も期待
された。しかし、４周目で急にスローダ
ウン。前日から突発的に始まった喘息
が原因だった。沖はそのまま差を縮め
ることができず、10数名の後続集団に
いたまま５周回でリタイアとなった。
　一方、萩原はメイン集団の中ほどを
キープし、着実に周回を重ねていく。
レースは５周回目に決まった15人の逃
げがゴールまで続き、萩原は後続集団
の14位でフィニッシュラインを超え、
世界選エリート初出場にして30位の好
成績を挙げることができた。

前日の夜、急に喘息が始まり、寝るこ
とさえできなかった。レース前半はそ
れも止まっていたが、途中で再発して
呼吸困難に。息ができなければ、脚に
酸素も回らない。もうどうしようもで
きなかった。

2006年９月24日
●種目：ロードレースエリート男子
●距離：22.15km×12=265.9km
●天候：晴れ　●気温：27度
＝ロードレースエリート男子＝

　オーストリアに入って約１週間。と
うとう決戦のときが訪れた。
　ロードレースエリート男子に出場す
る３人（福島、野寺、別府）は、７時半に
朝食を取り、９時にホテルを自走で出
発。10時半のスタートに備えた。見た目
には緊張している様子もなく、笑顔も
見せながら準備を進めるが、やはり今
日はエリート男子のレース。隣のチー
ムピットには、今年のツール・ド・フラ
ンスでラルプ・デュエズのステージを
獲ったフランク・シュレクが、同じく
ツールでマイヨ･ベールを獲ったトー
ル・ハスホフトがいる。やはり、プロ集
団が集まる独特の雰囲気がレース会場
を包む。平常心でいれば何でもないこ
と（たとえば安全ピンでゼッケンを留
めるなど）も、手が震えてスムーズにで
きない。知らず知らずのうちに緊張し
ているようだ。
　ベルギーやスペインが最大の９名で
参戦しているのに対し、日本は３名。し
かし、先述のハスホフトがいるノル
ウェーも３名、シュレクのルクセンブ
ルクに至っては１名だ。もちろん９名
で出場できればいいが、悲観すること
なく戦いたい。
　レースはスタート直後からベネズエ
ラ選手のアタックで始まる。今年ク
イックステップに移籍しツールに出場
した、ホセ・ルハノのいるチームだ。ち
なみにベネズエラも３名で出場してい
る。その逃げは捕まるが、今度はコロン
ビアの選手がアタック。それにヒート
アップされた集団が、高速で１周目を
走り抜ける。
　２周目に入るスタート・フィニッ
シュ地点では、別府が８位で通過。名だ
たる選手たちに囲まれ、集団の先頭を
走る別府の姿が国際映像に映る。通過
順位を示すリストにも、日の丸が表示

された。国の誇りを感じる瞬間だ。
　レースはその後、３周目に決まった
12人の逃げが続き、大集団がその逃げ
を許す形で展開。一時はタイム差が15
分近くまで開いた。その頃には気温が
どんどん上がり、丘の上の補給所にい
たスタッフは、外に立っていると熱射
病になりそうだったと言う。こういう
気温の中でのスロースピードは、体力
を消耗する。
　スピードが徐々に上がり始めたのは
８周目。集団から一発を狙った選手が
アタックを仕掛ける。９周目には、別府
と野寺が先頭を引くシーンが国際映像
に流れた。
　集団がバラバラになり始めたのは９
周目の後半。ちょうどレース距離が
200kmに達したころだ。アントニオ・フ
レチャ（スペイン）やルカ・パオリーニ
（イタリア）などが10％の上りでアタッ
クをしかけ、その後も逃げが捕まって
は、また誰かが逃げる展開が繰り返され
る。この攻防に耐え切れない日本代表
は、ジワジワと遅れを取るようになる。
　11周目、別府は集団の中に残ってい
るが、福島と野寺が集団から完全に取
り残される。その周の補給地点に来た
福島は、サコッシュを取って残りの周
回に備えようとするが、コミッセール
によってレースを下ろされてしまっ
た。タイムオーバーだ。野寺は１人で補
給所を通過したが、完走させてもらえ
るかどうか。残りはたった１周。
　しかし無情にも、野寺は12周目で降
ろされる。あと22kmのところでゴール
を逃した。希望は別府に託されるが、11
周目で集団から遅れて６人の小グルー
プとなり、とにかくゴールを目指すし
かなかった。
　レースは、パオロ・ベッティーニ（イ
タリア）とエリック・ツァベル（ドイツ）
の一騎打ちとなり、スプリントを制し
たベッティーニが念願の ’ 0 6年世界
チャンピオンとなった。３位にはアレ
ハンドロ・バルベルデ（スペイン）が
入った。
　ゴール後、18名の選手とスタッフ全
員がチームピットに集まって選手たち
をねぎらい、帰り支度をした。別府は
「役に立てなくてすみません」と言い、
野寺は「すごく調子よかったんですけ
どね」と言い、福島は帰りの車を用意し
たにも関わらず自転車にまたがって、

●総合30位の萩原麻由子のコメント
やはりトスカーナで本場のレースを
事前に体験できたのが大きかった。正
直、走りきれるとは思っていなかった
ので、すごいことだと思う。一番きつ
いときに諦めなかったのが良かった
のか。今後も欧州のレースを走って、
レースの感覚をつかんでいきたい。
●喘息が原因で無念のリタイアに終
わった沖美穂のコメント



CYCLISM ECHO No.134

10

「練習します」と言ってレース会場をあ
とにした。
　ホテルに戻ったらみんなで乾杯を
し、お互いの健闘を称えた。スタッフに
対しては感謝の言葉もあった。その夜
は遅くまで語らい、笑った。たった１週
間とは言え、同じ目標に向かった仲間
だ。次の朝は全員で集合写真を撮り、握
手をして別れた。
　日本代表選手たちは、この瞬間に出
せる力をすべて出し切って戦ったとい
うことは間違いない。藤野コーチの言
葉を借りれば「みんな実力はある。何か
ちょっとしたことがうまくかみ合う
と、上位の結果が出せるようになるん
だろう」。今後の日本ロードレース界に
期待したい。

●出場選手194名中、124位で走りきっ
た別府史之のコメント
今年、プロレースをいくつか走ってい
るが、今の自分では乗り越えられない
壁があると実感した。ラスト２周の坂
で遅れたのだが、「今日の自分の力」が
足りなかったんだと思う。あと一歩、
ひと踏みが自分には足りないんだ。そ
れがわかっただけでも、この世界選で
大きく成長できたと思う。しかし結果

については、もう何も言えない。いつ
も走っている同じメンバーが、集団に
残れて上位に入っているのに、今日の
自分にはそれができなかった。自分で
は、先頭集団でゴールできる力がある
と思っている。もしかしたら世界選の
雰囲気に飲まれてしまったのかもし
れない。とにかく悔いが残る世界選と
なった。
●残り１周で惜しくも完走を逃した野
寺秀徳のコメント
今回の世界選のメンバーに選ばれ、日
本代表というプレッシャーもあった
が、調整に細心の注意を払い、最高の
状態で現地入りができていた。だから
200kmまではすごく調子が良かった。
「これが最後のレースになってもいい
つもりで臨もう」と、自分を勇気づけ
ていた。自分の力をすべて出し切っ
て、目標の完走ができなかったのだか
ら、これが今の自分の実力だと受け止
めている。この世界選を、今後の選手
生活に生かしていきたい。この１週
間、代表メンバーと共に生活をして、
彼らから影響を受ける面も多かった。
いろいろ勉強になった。U23の４人
は、自分が23歳以下だったときより強
い。下からの追い上げに焦らなければ
ならないが、期待もしている。また来
年、世界選に戻ってきたい。そのとき
は結果を出す。
●タイムオーバーで残り２周を残して
リタイアした福島晋一のコメント
コンディション良く現地入りできて
いると思っていたが、レースが始まっ

［競技結果］
2006年ﾛｰﾄﾞ世界選手権大会
（2006/9/20-24 ｵｰｽﾄﾘｱ･ｻﾞﾙﾂﾌﾞﾙｸﾞ）

男子U23（177.2km）
 1 CIOLEK Gerald GER 4:00:50
 2 FEILLU Romain FRA 4:00:50
 3  KHATUNTSEV Alexander RUS 4:00:50
14 新城　幸也 JPN 4:00:55
130 三瀧　光誠 JPN 4:13:59
村山　規英 JPN DNF　
畑中　勇介 JPN DNF　

女子ｴﾘｰﾄ（132.9km）
 1 VOS Marianne NED 3:20:26
 2 WORRACK Trixi GER 3:20:26
 3 COOKE Nicole GBR 3:20:26
30 萩原麻由子 JPN 3:22:33
沖　　美穂 JPN DNF　

男子ｴﾘｰﾄ（265.9km）
 1 BETTINI Paolo ITA 6:15:36
 2 ZABEL Erik GER 6:15:36
 3 VALVERDE BELMONTE A. ESP 6:15:36
124 別府　史之 JPN 6:24:21
野寺　秀徳 JPN DNF　
福島　晋一 JPN DNF　

てみると実際には良くなかった。
まぁ、調子が良かったからといって、
最後の集団に残れるかは問題だが。で
も、自分はもっと走れると思う。ワン
ランク上の選手を見て、自分に足りな
いものは何かを理解し、これまで体を
仕上げていった。でも結果が出なかっ
た。「経験のために…」という年齢では
ないが（今年35歳）、来年につなげたい
と思う。レース後、練習に行ったのは、
10月のジャパンカップの調整だ。もう
１か月もないので、世界選の悔しさを
ジャパンカップで挽回したい。

（土肥 志穂）
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第53回全日本ﾌﾟﾛ選手権ﾛｰﾄﾞﾚｰｽ
（2006/09/28 静岡･日本CSC）

個人ﾛｰﾄﾞﾚｰｽ（60km）
1 飯島　規之 埼玉 関東地区 1:51:10.30
2 樺澤　康輝 群馬 関東地区 1:55:21.37
3 舛井　幹雄 三重 中部地区 1:55:24.96
4 安東　宏高 大分 九州地区 1:55:25.12
5 大屋　健司 広島 中国地区 1:55:42.27
6 丸井　宏将 奈良 近畿地区 1:55:46.68
7 白井　一機 愛知 中部地区 1:56:07.75
8 大久保　聡 鹿児島 九州地区 1:59:42.30
9 丸山　勝也 静岡 南関東地区 2:00:15.38
10 林　　次郎 福岡 九州地区 2:00:52.09

第53回全日本プロ選手権自転車競技大会ロードレース
飯島規之が7連勝！

連勝を7と延ばした飯島
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［競技結果］
2006年日韓対抗学生自転車競技大会
（2006/9/22-23 静岡･日本CSC）

女子ｽﾌﾟﾘﾝﾄ
1 李　銀　紙 韓国 陽女子功労学校
2 佃　　咲江 日本 北海商科大学
3 篠崎　新純 日本 明治大学

2006年日韓対抗学生自転車競技大会
日本が総合優勝！

　’95年に日韓親善学生自転車交歓競
技大会としてソウル・オリンピックス
タジアムで始まった本大会も、’02年に
日韓対抗戦となり今回で5回目、通算12
回目の開催となる。ここ数年は韓国に
対し後塵を拝していたが、今年は開催
日がインターハイ、インカレの1～2ヵ
月後で、国体を控えた時期であること
から出場選手も上り調子であることが
予想され、関係者は期待を抱いて開催
場所である日本CSC北400ｍバンクに
集まった。
　ところが主に競走系の種目が行われ
た大会初日（9/22）は、期待に反して日
本勢の成績が伸びない。日本勢が勝て
たのは男子大学生のスプリントとケイ
リンの2種目で、他の6種目は韓国勢に
優勝を奪われる結果に終わる。これに
は日本側関係者も、若干の焦りを隠し
えない状況に陥った。
　だが主にタイムトライアル系の種目

男子高校生ｽﾌﾟﾘﾝﾄ
1 千　皓　臣 韓国 昌原機械工業高校
2 金　龍 韓国 加平高校
3 雨谷　一樹 日本 作新学院高校

男子大学生ｽﾌﾟﾘﾝﾄ
1 屋良　朝春 日本 日本大学
2 權　成　五 韓国 昌原大学
3 鈴木雄一朗 日本 日本大学

女子500mﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ
1 篠崎　新純 日本 明治大学 38.046
2 劉　孝　眞 韓国 連川高校 39.733
3 鄭　銀　松 韓国 襄陽女子高校40.387

男子高校生1kmﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ
1 不破　将登 日本 岐南工業高 1:09.922
2 金　龍 韓国 加平高校 1:10.219
3 　　庭　賢 韓国 昌原機械工 1:10.229

男子大学生1kmﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ
1 城　　幸弘 日本 日本大学 1:07.767
2 屋良　朝春 日本 日本大学 1:09.655
3 孫　準　皓 韓国 昌原大学 1:10.590

男子ｹｲﾘﾝ
1 鈴木雄一朗 日本 日本大学
2 　　庭　賢 韓国 昌原機械工業高校
3 孫　準　皓 韓国 昌原高等学校

女子2km個人追抜競走
1 睦 韓国 洪川情報高 2:43.050
2 和田見里美 日本 中京大学 2:43.810
3 柁原　　彩 日本 千原台高校 2:43.921

男子高校生3km個人追抜競走
1 徐　俊　用 韓国 東和高校 3:36.936
2 奥崎　心吾 日本 青森山田高 3:42.439
3 不破　将登 日本 岐南工業高 3:45.004

男子大学生4km個人追抜競走
1 長江　寿也 日本 中央大学 5:00.557
2 川西　貴之 日本 日本大学 5:02.883
3 崔　其　洛 韓国 韓国体育大 5:03.096

女子ﾎﾟｲﾝﾄﾚｰｽ（12km）
1 金　恵　林 韓国 昌原慶一女子高 40p
2 鄭　銀　松 韓国 陽女子高校 33p
3 柁原　　彩 日本 千原台高校 27p

男子ﾎﾟｲﾝﾄﾚｰｽ（30km）
1 徐　俊　用 韓国 東和高校 38p
2 崔　其　洛 韓国 韓国体育大学 30p
3 川西　貴之 日本 日本大学 28p

女子高校生ﾁｰﾑｽﾌﾟﾘﾝﾄ
1 日本　佃･篠崎･福島 1:28.252
2 韓国　鄭･李･金 1:30.559

男子高校生ﾁｰﾑｽﾌﾟﾘﾝﾄ
1 韓国　千･金･徐 1:18.912
2 日本　長島･雨谷･磯田 1:19.609

男子大学生4km団体追抜競走
1 日本　鈴木･城･川西･長江 4:41.888
2 韓国　崔･禹･孫周･孫準 4:55.381

総合成績
1 日本 78p
2 韓国 75p

が行われた2日目に、日本チームが踏ん
張りを見せる。7種目中6種目でセン
ターポールに日の丸を揚げることがで
き、総合成績でも3ポイント差で勝利を
挙げる結果となった。この大会、日本の
総合優勝は5年振りとなる。
　今回日程が大学生は学生選手権と併
催という形になり、選手の消耗もかな
りのものであった。選手には心よりね
ぎらいの言葉をかけたいと思う。また
この大会がスポーツを通じた日韓友好
の架け橋になるよう、今後も長く続く
ことを期待したい。　　　（村田 隆宣）

韓国を制した大学生の団体追抜
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’06～07シーズン国内シクロクロス日程（案）

［競技結果］
2006年UCIｻｲｸﾙｻｯｶｰ･ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ第5戦
（2006/10/7 大阪･府立体育館）
1 RSGｷﾞﾝｽﾊｲﾑ GER ﾐｭﾗｰ･ﾛｰﾏﾝ/ﾛｽﾏﾝ･ﾏﾙｺ
2 RVﾄﾞﾙﾝﾋﾞﾙﾝ AUT ﾘﾝｸ゙ ･ﾏﾙﾁﾝ/ﾌﾞﾚﾙ･ﾏﾙｸｽ
3 ﾋﾟﾝｷｰｽﾞ大阪 JPN 木下直也/宮本武彦
4 ｹﾙﾋﾞﾑ東京 JPN 松田　鋼/都築勝巳
5 ﾁｰﾑﾌｼﾞ東京 JPN 黒田　岳/森　茂史
6 神戸ﾗﾄﾞﾊﾞﾙｸﾗｯﾌﾟ JPN 宮川廣平/芦田朋宏

2006年サイクルサッカー･ワールドカップ第5戦
ピンキーズ大阪が3位

　10月7日にサイクルサッカー・ワールドカッ
プ第5戦が大阪府立体育館で開催され
た。オーストラリア、スイス、マレーシア、ホン
コンと日本から計10チームが出場し、ドイツ
のRSGギンスハイムが優勝した。本大会３
位のピンキーズ大阪（宮本・木下）がアジ
ア最上位の成績を収め、来年3月チェコで
のファイナル大会への出場権を得た。

年 月 日 曜日 　  北海道SP 　ｼｸﾛｸﾛｽ富山  ｼｸﾛｸﾛｽﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 　   関西ｸﾛｽ 　ｼｸﾛｸﾛｽ広島 　ｼｸﾛｸﾛｽ九州 　    関東ｸﾛｽ

2006 7 23 （日） 長　沼
9 10 （日） 当　別
24 （日） 長　沼

10 1 （日） プロローグ
15 （日） 苫小牧 ★ 砺　波
22 （日） プロローグ
29 （日） 長　沼 黒　部 ★ 島根・奥出雲

11 5 （日） 松　本 吉和・もみのき
12 （日） 野　幌 （未定） びわこマイアミ
19 （日） 常願寺 霧が峰 ★
23 （祝） 安曇野
25 （土） 関東クロス
26 （日） 野　幌 常願寺 野洲川 ★（UCI） 島根・飯南 関東クロス

12 3 （日） 苫小牧（全日本）
10 （日） 上山田 日　吉 八千代
17 （日） 三段池 海の中道
24 （日） 富士山 北神戸 庄　原

2007 1 7 （日） 希望が丘 宮　島
14 （日） 南アルプス 堺 尾　道
21 （日） 桂　川 吉和・魅惑の里
28 （日） 海の中道

★：セレクションレース

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1位RSGギンスハイムと3位ピンキーズ大阪の対戦

シクロクロス小委員会
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競技大会

結　果
大会名、チーム名等については略して記載

第47回全日本学生選手権自転車競技大会
（2006/9/23-24 静岡･日本CSC）

男子1kmﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ
1 城　　幸弘 山梨 日本大学 1:07.767
2 我妻　　敏 福島 日本大学 1:08.717
3 西村　光太 三重 早稲田大学 1:08.768
4 土屋　壮登 埼玉 順天堂大学 1:09.615
5 屋良　朝春 沖縄 日本大学 1:09.655
6 川崎　大慈 熊本 順天堂大学 1:09.737

男子ｽﾌﾟﾘﾝﾄ
1 佐藤　博紀 岩手 日本大学
2 佐川　翔吾 大阪 順天堂大学
3 中村　健志 熊本 日本大学
4 飯島　　悠 静岡 東海大学
5 阿部　力也 宮城 日本大学
6 三浦　雄大 宮城 東北学院大学

男子ｹｲﾘﾝ
1 鈴木雄一朗 山梨 日本大学
2 真船　拓磨 福島 日本大学
3 東矢　昇太 熊本 中央大学
4 白鳥　　佑 東京 法政大学
5 高橋　韻旨 岐阜 法政大学
6 山田　裕哉 岐阜 東北学院大学

男子4km個人追抜競走
1 小豆畑郁也 福島 日本大学 4:52.046
2 太田　貴明 京都 京都産業大 5:02.390
3 山本　貴洋 福井 日本大学 5:01.645
4 矢代　慎吾 富山 日本大学 5:12.426
5 根本　哲吏 秋田 明治大学 5:00.878
6 川西　貴之 岐阜 日本大学 5:02.883

男子ﾎﾟｲﾝﾄﾚｰｽ
1 渡辺耕三郎 神奈川 中央大学 42p
2 中島　康晴 福井 鹿屋体育大学 40p
3 兼平　　純 岩手 日本大学 37p
4 島田　真琴 東京 法政大学 20p
5 白川　　巧 大分 日本大学 18p
6 大久保光次 鹿児島 鹿屋体育大学 14p

男子ﾀﾝﾃﾞﾑｽﾌﾟﾘﾝﾄ
1 東北学院大学 三浦･櫻井
2 立教大学 木村･山本
3 朝日大学 鷺原･高木
4 　空位
5 明治大学 神･鈴木
6 早稲田大学 岡本･宮原

男子ﾏﾃﾞｨｿﾝ
1 長江･渡辺 中央大学 20p
2 大庭･白川 日本大学 17p
3 須崎･島田 法政大学 （-1）6p
4 川崎･辻本 順天堂大学 （-5）9p
5 三浦･一戸 法政大学 （-7）4p

女子500mﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ
1 岡　　希美 群馬 法政大学 37.876
2 篠崎　新純 千葉 明治大学 38.046
3 栗原　　瞳 埼玉 順天堂大学 39.160
4 牛島　　愛 熊本 日本体育大学39.775
5 石井　寛子 埼玉 明治大学 42.440
6 花山　千宏 宮城 日本体育大学42.470

女子ｽﾌﾟﾘﾝﾄ
1 篠崎　新純 千葉 明治大学
2 岡　　希美 群馬 法政大学
3 牛島　　愛 熊本 日本体育大学
4
5 栗原　　瞳 埼玉 順天堂大学
6 伊藤　史子 三重 順天堂大学

女子3km個人追抜競走
1 和田見里美 鳥取 中京大学 4:06.259
2 井上　玲美 東京 法政大学 4:19.712
3 宮崎　杏菜 大分 鹿屋体育大 4:21.748

女子ﾎﾟｲﾝﾄﾚｰｽ
1 宮崎　杏菜 大分 鹿屋体育大学 40p
2 井上　玲美 東京 法政大学 25p
3 石井　寛子 埼玉 明治大学 17p
4 伊藤　史子 三重 順天堂大学 -5p
5 岡　　希美 群馬 法政大学 -32p

全日本学生室内自転車競技選手権大会
（2006/9/30-10/1 大阪･桃山学院大学）

ｻｲｸﾙｻｯｶｰ
1 長井･長岡 大阪大学
2 田中･前田 東京工業大学
3 谷･中田 大阪大学
4 小川･前田 大阪大学
5 桂田･遠藤 関西大学
6 谷川･内村 東京工業大学

2006UCI国際BMX選手権日本大会
（2006/10/7-8 岡山･笠岡）

Elite Men
1 CALUAG Daniel USA
2 CAMERON Matthew NZL
3 HOLMES Dale GBR
6 KURODA Jun JPN
MIURA Susumu JPN （1/2F）5
KIKUCHI Tetutaro JPN （1/2F）5
SHIMADA Tadahiko JPN （1/2F）6
YAMAZAKI Youhei JPN （1/2F）6

7 BOOKER tye AUS
8 FUJISAWA Yuichi JPN

Elite Women
1 Walker Sarah NZL
2 Barragan Stephanie USA
3 MIWA ayaka JPN
4 Horlor Lisa NZL
5 SAKAGUCHI kimi JPN

ヘラルドサンツアー2006（UCI2.1）
（2006/10/8-14 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ･ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ）

総合成績
 1 GERRANS Simon AUSAUS20:33:00.97
 2 JONGEWAARD Chris AUSSLV 20:33:05.78
 3 McCANN David IRL GNT 20:33:14.60
33 増田　成幸 JPN ﾐﾔﾀｽﾊﾞﾙ 21:14:10.59
34 廣瀬　　敏 JPN 愛三工業21:14:13.44
36 阿部　良之 JPN ｽｷﾙｼﾏﾉ 21:14:41.90
42 飯島　　誠 JPN ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ 21:17:49.42
73 清水　良行 JPN NIPPO 21:29:39.79
82 中島　康晴 JPN 鹿屋体大21:38:07.88
85 辻　　善光 JPN 立命館大21:56:34.39

第1ｽﾃｰｼﾞ10月8日ｸﾘﾃﾘｳﾑ
 1 CLARKE Hilton AUS NIC 1:05:35
 2 ERLER Tobias GER GNT 1:05:42
 3 MENZIES Karl AUS HNM 1:05:47
20 辻　　善光 JPN 立命館大学 1:05:57
29 飯島　　誠 JPN ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ 1:05:57
47 廣瀬　　敏 JPN 愛三工業 1:06:53
51 阿部　良之 JPN ｽｷﾙｼﾏﾉ 1:07:07
76 増田　成幸 JPN ﾐﾔﾀ･ｽﾊﾞﾙ 1:10:00
93 中島　康晴 JPN 鹿屋体育大 1:13:55
94 清水　良行 JPN TeamNIPPO 1:17:45

第2ｽﾃｰｼﾞ10月9日（179km）
 1 MENZIES Karl AUS HNM 4:16:40
 2 DOCKER Mitchell AUS DPC 4:16:42
 3 ERLER Tobias GER GNT 4:16:47
23 飯島　　誠 JPN ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ 4:46:10
31 廣瀬　　敏 JPN 愛三工業 4:46:10
35 中島　康晴 JPN 鹿屋体育大 4:46:10
40 増田　成幸 JPN ﾐﾔﾀ･ｽﾊﾞﾙ 4:46:10
44 清水　良行 JPN Team NIPPO4:46:10
73 阿部　良之 JPN ｽｷﾙｼﾏﾉ 4:46:10

Junior Men
1 BRADFORD Joey USA
2 SAMPEI masahiro JPN
3 FUJIWARA Kaito JPN
4 NOBUKIYO Ryota JPN
5 TAKAYAMA yujiro JPN
6 KIKUCHI YU JPN
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94 辻　　善光 JPN 立命館大学 5:14:44

第3ｽﾃｰｼﾞ10月10日（158km）
 1 WILSON Trent AUS AUS 4:14:05
 2 LLOYD Matthew AUS SAI 4:14:05
 3 LAPTHORNE Darren AUS DPC 4:14:28
10 増田　成幸 JPN ﾐﾔﾀ･ｽﾊﾞﾙ 4:18:14
36 飯島　　誠 JPN ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ 4:18:44
56 廣瀬　　敏 JPN 愛三工業 4:18:44
67 清水　良行 JPN TeamNIPPO 4:18:44
74 阿部　良之 JPN ｽｷﾙｼﾏﾉ 4:18:44
77 辻　　善光 JPN 立命館大学 4:18:44
78 中島　康晴 JPN 鹿屋体育大 4:18:44

第4ｽﾃｰｼﾞ10月11日（178km）
 1 廣瀬　　敏 JPN 愛三工業 4:19:07
 2 TANNER David AUS U23 4:19:07
 3 MCDONALD Peter AUS FRF 4:19:07

11 清水　良行 JPN TeamNIPPO 4:20:32
24 中島　康晴 JPN 鹿屋体育大 4:28:23
31 増田　成幸 JPN ﾐﾔﾀ･ｽﾊﾞﾙ 4:28:23
44 辻　　善光 JPN 立命館大学 4:28:23
53 飯島　　誠 JPN ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ 4:28:23
70 阿部　良之 JPN ｽｷﾙｼﾏﾉ 4:28:23

第5ｽﾃｰｼﾞ10月12日（182.9km）
 1 LLOYD Matthew AUS SAI 4:39:25
 2 DOCKER Mitchell AUS DPC 4:41:03
 3 McDONALD Peter AUS FRF 4:41:18
 9 増田　成幸 JPN ﾐﾔﾀ･ｽﾊﾞﾙ 4:41:45
20 阿部　良之 JPN ｽｷﾙｼﾏﾉ 4:44:39
44 廣瀬　　敏 JPN 愛三工業 4:53:34
48 飯島　　誠 JPN ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ 4:54:53
49 清水　良行 JPN TeamNIPPO 4:54:53
65 辻　　善光 JPN 立命館大学 4:58:13
66 中島　康晴 JPN 鹿屋体育大 4:58:13

第6ｽﾃｰｼﾞ10月13日（12km）個人TT
 1 DAY Ben AUS CAB 15:45.78
 2 McCANN David IRL GNT 15:46.60
 3 JONGEWAARD Chris AUS SLV 15:46.78
34 清水　良行 JPN TeamNIPPO 17:15.79
35 飯島　　誠 JPN ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ 17:16.42
41 廣瀬　　敏 JPN 愛三工業 17:23.44
45 増田　成幸 JPN ﾐﾔﾀ･ｽﾊﾞﾙ 17:26.59
46 阿部　良之 JPN ｽｷﾙｼﾏﾉ 17:26.90
78 辻　　善光 JPN 立命館大学 18:21.39
84 中島　康晴 JPN 鹿屋体育大 18:31.88

第7ｽﾃｰｼﾞ10月14日（65km）
 1 MCEWEN RobbieAUS AUS 1:26:01
 2 HENDERSON GregNZL HNM 1:26:01
 3 GERRANS SimonAUS AUS 1:26:01
21 飯島　　誠 JPN ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ 1:26:26
65 阿部　良之 JPN ｽｷﾙｼﾏﾉ 1:27:53
66 廣瀬　　敏 JPN 愛三工業 1:27:53
72 増田　成幸 JPN ﾐﾔﾀ･ｽﾊﾞﾙ 1:27:53

74 辻　　善光 JPN 立命館大学 1:27:53
78 中島　康晴 JPN 鹿屋体育大 1:27:53
80 清水　良行 JPN TeamNIPPO 1:27:53

第2回全日本実業団ｻｲｸﾙﾛｰﾄﾞﾚｰｽ in 飯田
（2006/10/15 長野･飯田）

BR-1
1 土井　雪広 山形 ｼﾏﾉﾚｰｼﾝｸﾞ 3:19:16
2 田代　恭崇 JPCA ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ 3:20:53
3 野寺　秀徳 JPCA ｼﾏﾉﾚｰｼﾝｸﾞ 3:20:54
4 大内　　薫 JPCA ｼﾏﾉﾚｰｼﾝｸﾞ 3:25:38
5 廣瀬　佳正 JPCA ｼﾏﾉﾚｰｼﾝｸﾞ 3:25:38
6 相川　　将 埼玉 ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ 3:26:14
7 向川　尚樹 大阪 ﾏﾄﾘｯｸｽ 3:26:23
8 福田　真平 神奈川 spacebikes 3:26:32
9 中村　　誠 石川 ﾐﾔﾀｽﾊﾞﾙ 3:26:33
10 野口　　忍 京都 ﾎﾞﾝﾄﾞﾚｶﾞｰ 3:26:41

女子
1 山口　亮子 愛知 ｷﾅﾝCCD 1:10:07
2 小池摩知子 福井 BALBAR. 1:15:52
3 岡野　尚美 静岡 Spade･Ace 1:15:53
4 志村みち子 埼玉 ﾗｳﾞﾆｰﾙあづみの 1:16:08
5 智野　真央 東京 SERENO 1:18:05
6 堀　友紀代 神奈川 　　- 1:19:51

第42回全日本学生新人戦東日本大会
（2006/10/15 埼玉･西武園）

男子1kmﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ
1 土屋　壮登 埼玉 順天堂大学 1:08.73
2 我妻　　敏 福島 日本大学 1:09.99
3 川本　琢也 岡山 法政大学 1:10.18
4 光富　雄也 千葉 法政大学 1:12.04
5 山本　崇史 富山 日本大学 1:12.92
6 一戸　康宏 埼玉 法政大学 1:13.09

男子ｽﾌﾟﾘﾝﾄ
1 阿部　力也 宮城 日本大学
2 佐々木吉徳 秋田 明治大学
3 岡本　光由 熊本 早稲田大学
4 浅田　勝利 東京 東北学院大学
5 三浦　雄大 宮城 東北学院大学
6 飯島　　悠 静岡 東海大学

男子ｹｲﾘﾝ
1 東矢　昇太 熊本 中央大学
2 伊原　陽平 兵庫 法政大学
3 関田　　龍 岩手 富士大学
4 白鳥　　佑 東京 法政大学
5 阿部　将兵 大分 日本大学
6 山田　裕哉 岐阜 東北学院大学

男子4km個人追抜競走
1 川西　貴之 岐阜 日本大学 4.59.90
2 辻中　国宏 京都 日本大学 5.00.60
3 穂苅　大地 新潟 法政大学 5.06.67
4 山本　貴洋 福井 日本大学 5.07.05
5 三浦　健正 青森 法政大学 5.08.60

6 櫻井　正孝 宮城 東北学院大 5.08.61

男子ﾎﾟｲﾝﾄﾚｰｽ（30km）　
1 白川　　巧 大分 日本大学 52p
2 漆澤　　均 岩手 日本大学 44p
3 大庭　伸也 宮城 日本大学 35p
4 湯浅　　徹 千葉 明治大学 22p
5 兼平　　純 岩手 日本大学 16p
6 安福　洋徳 奈良 早稲田大学 12p

女子500mﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ
1 栗原　　瞳 埼玉 順天堂大学 38.87
2 岡　　希美 群馬 法政大学 39.33
3 牛島　　愛 熊本 日本体育大学 39.67
4 古川真理江 長野 信州大学 41.75
5 森　智恵美 京都 順天堂大学 42.03

女子ｽﾌﾟﾘﾝﾄ
1 牛島　　愛 熊本 日本体育大学
2 岡　　希美 群馬 法政大学
3 栗原　　瞳 埼玉 順天堂大学
4 古川真理江 長野 信州大学

女子3km個人追抜競走
1 森　智恵美 京都 順天堂大学 4.37.54

第42回全日本学生新人戦西日本大会
（2006/10/15 大阪･関西CSC）

男子1kmﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ
1 高間　悠平 福井 朝日大学 1:10.480
2 高木　健也 富山 朝日大学 1:11.640
3 高橋　政登 愛知 中京大学 1:13.580
4 外薗　　涼 神奈川 名古屋産大 1:13.900
5 二階堂尚志 大阪 関西大学 1:15.380
6 吉田　真人 奈良 立命館大学 1:18.840

男子ｽﾌﾟﾘﾝﾄ
1 岡　　豊洋 和歌山 京都産業大学
2 村松　俊弥 山梨 朝日大学
3 井上　将志 福岡 名桜大学
4 鷺原　大直 岡山 朝日大学
5 永峰　文彬 青森 京都産業大学
6 板谷　卓也 大阪 京都産業大学

男子ｹｲﾘﾝ
1 新城　直明 沖縄 名桜大学
2 山田　佳典 岐阜 朝日大学
3 安部賢太郎 山梨 朝日大学
4 浅井　亮多 愛知 中京大学
5 岩田　拓也 石川 北陸大学
6 宮川　優貴 石川 北陸大学

男子4km個人追抜競走
1 井関　太一 岐阜 朝日大学 5:10.69
2 植田　一生 香川 朝日大学 5:19.59
3 和田　昌也 奈良 朝日大学 5:17.59
4 南　　拓哉 和歌山 中京大学 5:19.12
5 岩崎　庄平 京都 同志社大学 5:27.13
6 笹　　拓也 大阪 関西大学 5:28.94

男子ﾎﾟｲﾝﾄﾚｰｽ
1 佐々木優也 広島 京都産業大学 67p
2 石井　　陽 京都 立命館大学 55p
3 田仲　康矢 沖縄 名桜大学 48p
4 鵜川　大輝 香川 立命館大学 21p
5 三河井　翼 京都 同志社大学 12p
6 中村　弦太 広島 京都産業大学 10p
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9月22日 UCI総会 於：オーストリア・ザルツブルグ
26日 平成18年度第2回理事会 於：東京・日本自転車会館
〃 平成18年度第1回広報委員会・広報部会合同会議　於：東京・自転車会館

10月 8日 2006年ヘラルドサンツアー日本代表選手団出発　 於：オーストラリア（～14日）
9日 2006オリンピックフェステバル　 於：東京・駒沢オリンピック公園
11日 短･中距離強化合宿　 於：静岡・日本CSC（～17日）

連盟の動き（9月下旬～10月中旬）

JCF協賛スポンサー
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　　　編　集　人／加 藤 　 昭
　　　編集事務局／財団法人 日本自転車競技連盟 事務局
　　　　〒107-0052 東京都港区赤坂1-9-3 日本自転車会館内
　　　　TEL 03-3582-3713　FAX 03-5561-0508　http:/ /www.jcf.or. jp/

2006ジャパンカップサイクルロードレース 日本代表選手団

大 会 名 2006ジャパンカップサイクルロードレース（UCI 1.1）
開催場所 栃木･宇都宮市森林公園周辺 周回コース
大会期間 2006年10月22日
派遣期間 2006年10月20日～22日
代表選手団
　監　督 三浦　恭資（JCF強化コーチ・ロード競技部会長）
　コーチ 福田　公生（JCF強化コーチ）
　メカニック 鬼原　　積（JCF強化スタッフ）
　マッサー 石田　宗男（JCF強化スタッフ）
　選　手 田代　恭崇（JPCA・チームブリヂストン・アンカー）

飯島　　誠（JPCA・チームブリヂストン・アンカー）
畑中　勇介（東京・チームブリヂストン・アンカー）
岡崎　和也（JPCA・Team NIPPO）
真鍋　和幸（香川・Team NIPPO）

2006年MTBアジア選手権大会 日本代表選手団

大 会 名 2006年MTBアジア選手権大会
開催場所 ベトナム・AN GIANG
大会期間 2006年10月26日～29日
派遣期間 2006年10月23日～31日
代表選手団
　監　督 三浦　恭資（JCF強化コーチ）
　メカニック 仁木　康夫（JCF強化スタッフ部会）

白井　三善（JCF強化スタッフ部会）
　選　手 クロスカントリー
　エリート男子 山本　幸平（北海道･国際アウトドア専門学校）

小野寺　健（北海道･SUBARU GARYFISHER）
野口　　忍（京都･TREK）

　エリート女子 片山　梨絵（神奈川･TREK）
田近　郁美（岐阜･MSC KOWA/SENK）
矢沢みつみ（山梨･シーナック･スペシャライズド）
ダウンヒル

　エリート男子 井出川直樹（広島･G Cross HONDA）
　エリート女子 末政　実緒（兵庫･大川組）

2006年ヘラルドサンツアー 日本代表選手団

大 会 名 2006年ヘラルドサンツアー （UCI 2.1）
開催場所 オーストラリア
大会期間 2006年10月8日～14日
派遣期間 2006年10月5日～16日
代表選手団
　監　督 三浦　恭資（JCF強化コーチ）
　コーチ 吉井　功治（JCFロード競技部会支援スタッフ）
　メカニック 中島　康仁（JCFロード競技部会支援スタッフ）
　選　手 飯島　　誠（JPCA･チームブリヂストン･アンカー）

阿部　良之（JPCA･スキルシマノ）
廣瀬　　敏（JPCA･愛三工業レーシングチーム）
清水　良行（岡山･Team NIPPO）
増田　成幸（千葉･ミヤタ・スバルレーシングチーム）
中島　康晴（福井･鹿屋体育大学）
辻　　善光（京都･立命館大学）

2006年世界室内自転車競技選手権大会 日本代表選手団

大 会 名 2006年世界室内自転車競技選手権大会
開催場所 ドイツ・Chemnitz
大会期間 2006年11月24日～26日
派遣期間 2006年11月18日～29日
選 手 団
　監　督 植本　昌之
　コーチ 濱田美穂子
　選　手
サイクルサッカー 都築　勝巳（東京･ケルビム東京）

松田　　鋼（千葉･ケルビム東京）
宮本　武彦（大阪･ピンキーズ大阪）
木下　直也（大阪･ピンキーズ大阪）

サイクルフィギュア 芦田　史朗（千葉･アンフィニ京葉）
宮崎　沙織（東京･東京輪球会）


